
参加者数： 82 人  ※登壇者・スタッフをあわせて97人
17 件 （回収率 20.7% ）

主 催： EPO北海道、北海道
協 力： 公益財団法人北海道市町村振興協会

【アンケート集計結果】

問１ 参加者の属性
（１）性別

件数 割合（％）
1 男性 13 76.5%
2 女性 4 23.5%
3 回答しない 0 0.0%
合計 17 100.0%

（２）年齢
件数 割合（％）

1 19歳以下 0 0.0%
2 20代 2 11.8%
3 30代 2 11.8%
4 40代 6 35.3%
5 50代 4 23.5%
6 60代 3 17.6%
7 70歳以上 0 0.0%
合計 17 100.0%

開催方法：オンライン ※オンライン会議システムZoomを使用
開催日時：2026年2月3日（火）13:30-15:00

アンケートサンプル数：

アンケート集計結果

道内自治体の動向・実践ポイントを学ぶ
「地域協働で進める自然共生サイトと生物多様性地域づくり」ウェビナー
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（３）居住地
件数 割合（％）

1 北海道 15 88.2%
2 北海道外 2 11.8%
合計 17 100.0%

問２（１）意見交換会の満足度

件数 割合（％）
1 満足 10 58.8%
2 やや満足 6 35.3%
3 どちらでもない 0 0.0%
4 やや不満 1 5.9%
5 不満 0 0.0%

- 無回答 0 0.0%
合計 17 100.0%
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（２）参加して気付いたこと・考えたことや今後、取り組みたいこと （8件）

No.
1

2

3

4

5

6

7

8

企業で支援できる点がないかを探していたので、色々な情報が貰えて良かった。
内 容

現状理解が進み、やるべきことが見えてきました。

生物多様性の保全には⾏政だけではなく、事業者や市⺠の協力が不可⽋。仕組み作りだけではなく継続性が重要と感
じた。

主な対象が自治体とのことで、自治体に向けた環境省などが働きかけていることを知ることが出来たこと、また、自
治体側が求めているものを知ることができたことが大変貴重な機会だったと思います。

地域と企業とを観光というキーワードでつなぐ可能性を感じました。

企業との連携

夕張川幌向地区自然再生地の自然共生サイトへの登録を目指した活動を継続中です。

⼀市⺠として、どのように生物多様性地域づくりに寄与できるか、今後も考えていきたい。
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